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はじめに

人が操船する船舶が輻輳する海域に自動運航船が参入する

自動運航船に要求される操船：海上衝突予防法を順守した操船
①1対1の見合い関係は全て安全に避航

②周囲の人が操船する船舶に危険を与えない操船（船員の常務）

現状では、プランナーの①、②の数値計算結果を専門家（ベテラン航海士）が判定

近い将来は、①は、専門家の判定データを蓄積することにより、機械的に判定
②は専門家が判定

遠い将来は、①、②共に専門家の判定データを蓄積することにより、機械的に判定

MEGURI2040実証船評価では、各プランナーの①、②の数値計算（FTSS）結果を
アニメーション化して専門家が判定し、アニメーションでは判定が難しいケースを、操船シ

ミュレータ（SHS）で船橋視界を再現して判断
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スケジュール（フェーズ1）

2020 2021 2022 2023

2019～実証事業取組の具体化 無人船
実証

《船員スキルの定量化》

定量化手法の確立 ｼﾐｭﾚｰﾀ等による船員スキル定量化

《安全評価》

《MEGURI2040安全評価プラットフォームの構築～総合シミュレータ開発等》

実証事業の事前評価 総合ｼﾐｭﾚｰﾀ等による無人運航の事後評価

ｼﾐｭﾚｰﾀ改造・評価ｼｽﾃﾑ開発 総合ｼﾐｭﾚｰﾀの設計・開発

《総合調整、ガイドライン策定等》
総合調整（ステアリング委員会の運営、各種調査等

総合調整・調査 総合調整・安全ガイドライン策定
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スケジュール（フェーズ2）

2022 2023 2024 2025

《無人運航船の社会受容性の醸成》
新技術導入の制度検討など

《安全評価・事後評価》 《安全評価・フェーズ2》
ステージ2 実証船リスク評価

ステージ2実証船の緊急対応の実船検証

《シミュレータ開発》
総合シミュレータ開発・改良

モデル船リスク評価
モデル船シミュレータ安全検証

機関監視・他船検知

《ガイド策定等》 《ガイド策定等・フェーズ2》
緊急対応ガイドライン検討ガイド最終化・技術調査（無人運航システム）

日本船舶技術
研究協会

（申請者）

23年度分から
一括申請

《シミュレータ開発・フェーズ2》

遠隔オペレータ教育訓練施設の整備

Stage1
実証試験 Stage2:2025年までに無人運航船を実用化

《船員スキル定量化》 《船員スキル定量化・フェーズ2》

船員スキル定量化 遠隔オペレータに必要な能力の要件化

遠隔技能等のガイドライン検討
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FTSS（Fast Time Ship Simulator）

 プランナー：各社の避航アルゴリズムに基いて避航
ルートを計算する装置

 FTSS：高速数値計算装置。センサーデータに過
不足は無いという前提で、各社のプランナーに繋ぎ、
避航ルートと13評価指標を高速で計算。多数の
シナリオを事前に用意することにより、効率良く計算
を実施。

避航操船アルゴリズム評価シナリオセット
の例 FTSSによるアルゴリズムの検証

避航操船
アルゴリズム FTSS

自船、他船の
動作を確認

接続

シナリオ-1

シナリオ-2

シナリオ-n

︙

結果-1

結果-2

結果-n

︙

各種指標の出力

SHSで確認

船種 船長
自船 Container 80ｍ
他船1 タンカー 70ｍ
他船2 貨物船 72ｍ
他船3 貨物船 190ｍ
他船4 タンカー 107ｍ
他船5 タンカー 96ｍ
他船6 タンカー 70ｍ
他船7 貨物船 72ｍ

AIS Base
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SHS（Ship Handling Simulator）

SHS：船橋視界を再現する操船シミュ
レータ。専門家は、FTSSの計算結果を
見てプランナーを評価する。良否の判定が
不明瞭な結果については、SHSで再現し、
自船の挙動、および、他船からみた自船
の挙動を見て、良否を判定。
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自動運航システム等の検査の方法 附属書I

制定 国海査第100号（令和7年6月30日）
自動運航システム等の検査の方法

附属書Ⅰ 衝突・座礁回避機能の試験

目次
1．評価シナリオ群の作成 

1.1 基本シナリオ群（共通シナリオ）
1.2 中間シナリオ群
1.3 実海域シナリオ
1.4 事故シナリオ 
2．評価指標
2.1 評価指標

3．専門家による評価
3.1 評価方法

3.1.1 資格要件１ 
3.1.2 資格要件２ 
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評価フロー

専門家評価の実施者（船技協）

プランナー開発者

船舶所有者
（検査申請者）

基本シナリオの
シミュレーション計算、

評価指標の出力

机上評価

操船シミュレータ
（SHS）を用いた
船橋視界を再現した

評価

合格の場合

専門家
評価を
依頼

中間・実海域・
事故シナリオの

シミュレーション計算、
評価指標の出力

評価結果
を通知

JG/NK

判定

判定

差し戻し

不合格 合格

要詳細検討

不合格 合格

操船シミュレータ
（SHS）を用いた
船橋視界を再現し

た評価

判定
不合格 合格

報告書作成
（専門家評価結果）机上評価
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評価シナリオ（基本シナリオ群）
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評価シナリオ（中間シナリオ群）
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評価シナリオ（実海域シナリオ、事故シナリオ）

船種 船長
自船 Container 80ｍ
他船1 タンカー 70ｍ
他船2 貨物船 72ｍ
他船3 貨物船 190ｍ
他船4 タンカー 107ｍ
他船5 タンカー 96ｍ
他船6 タンカー 70ｍ
他船7 貨物船 72ｍ

AIS Base
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評価指標
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専門家
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実証船

出典：日本財団HP https://www.nippon-foundation.or.jp/who/news/pr/2026/20260309-120293.html
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実証船

出典：日本財団HP https://www.nippon-foundation.or.jp/who/news/pr/2026/20260309-120293.html
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実証船評価スケジュール

実証船 PD ’25年
8月 9月 10月 11月 12月

’26年
1月 2月 3月

おりん
ぴあど
りーむ
せと

A 依頼 合格

B 依頼 合格

C 依頼 合格

みかげ
D 依頼 合格

E 依頼 合格

げんぶ
F 依頼 合格

G 依頼 合格

第二ほ
くれん
丸

H 依頼 合格
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専門家評価基準

 不合格基準
・法規違反
・許容不可能な危険な操船

 不合格例
・相手船が二隻の見合い関係において、相手船二隻が接近する場合に、その間を
通り抜けようとする

・相手船が二隻の見合い関係において、一隻目を避航する際に、二隻目の避航
範囲を狭める

・相手船が二隻の見合い関係において、一隻目を避航した後に、元進路に復帰し
ようとして、二隻目の進行方向に進む

・曳網中かもしれない漁船のすぐ後ろを横切る
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専門家評価を実施しての主な意見

 専門家からの意見
・見合い関係になる前と後で避航動作は異なるので、それぞれ計算してほしい
・いくつかの指標は必須でなくてよい

 今津委員長からの意見
・各基本シナリオは、見合い関係の前・後、相手船が想定外の挙動をして追い込ま
れた状況の3パターンが必要

・指標に衝突時の義務履行の確認に資する許容角を追加すべき

 JG/NKからの意見
・専門家からは追い込まれた状況での判断に対する意見を聞きたい
・プランナー開発者にも専門家にも中間・実海域シナリオの意図を理解してほしい
・プランナー開発者には中間・実海域・事故シナリオ毎の説明資料を作成してほしい

 船技協からの意見
・専門家評価時にプランナー開発者の担当者に待機していてほしい

 PDからの意見
・同じ計算結果に対して専門家によって意見が異なるのは避けてほしい
・専門家には内航と外航の慣例の違いを理解してほしい
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おわりに（2040年予想）

人が操船する船舶と自動運航船が半数ずつ輻輳

自動運航船に要求される操船：海上衝突予防法を順守した操船
①1対1の見合い関係は全て安全に避航

②周囲の人が操船する船舶に危険を与えない操船
③周囲の他のプランナーを搭載した船舶に危険を与えない操船

①、②、③共に専門家の判定データを蓄積することにより、機械的に判定
→プランナーによる避航の画一化

人が操船する船舶に要求される操船：海上衝突予防法を順守した操船
①1対1の見合い関係は全て安全に避航

②周囲の人が操船する船舶に危険を与えない操船（船員の常務）
③周囲の自動運航船に危険を与えない操船（船員の常務）

→周囲の自動運航船と同様な操船
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